
会報 「石川守る会」
NQ 7 1998・ 10・ 3

石川県重症心身障害児 (者)を守る会

会  長   益 子 佳 苗

み な さ ん

に 参 加 し ま し ょ

異常な雨や蒸し暑い日の続いた今年の夏、体調を崩されたお子さんや親御さんも
いらっしゃったことと思います。少しずつ過ごしやすくなってきましたが、回復は
したでしょうか。

さて、昨年 9月 に総会を開催してから、もう 1年余が経過しました。この間総会
で決めた活動方針に添って、ゆっくりした歩みではありますが、活動を進めてきま
｀
′た。 11月 には全国守る会主催の巡回療育相談を初めて実施したり、今まで会員~の
少なかった病院の親の会と懇談を持って会員の拡大を進めたりという活動に取り

組んできました。また、全国の状況を知るために全国大会やプロックの学習会など
にも参加してきました。

まだまだ不十分なところもありますが、 1年間の活動を総括し、今後の取り組み
について話し合う総会を規約にもとづいて、開催したいと思います。
お忙しいこととは思いますが、ぜひ多数参加されて、ご意見を反映させて頂き、
重い障害を持った人たちが幸せに生きてゆけるように活動していきたいと思ってい

ます。

日 時    10月 25日 (日 )午後 1時 30分～ 3時 30分

場 所    医王病院  3階会議室
金沢市岩出町ニー73 ■ 258-1180

議 題   ・活 動 報 告
`会計及び監査報告
・今後の活動方針について
。役 員 改 選

尚、まだ会員になっていない方も「守る会」の活動を知って頂くため、オブザー

バー参加できますので、お誘い下さい。
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今 年 も

巡回療育相談をおこないま～す

11月 10日 (火) 能登地区  家庭訪間
相談スタッフ   松島七尾病院院長、看護婦、 越坂石川守る会役員

七尾児童相談所職員、守る会本部職員

*希望される方は七尾児童相談所 (0767)53-0811まで連絡ください。

11月 11日 (水) 加賀地区  会場 小松サンアビリティーズ 1階和室
相談スタッフ  石川医王病院院長  犀川小児科医長 守る会本部職員

わき本石川療育センター療育課長  西田淳子明和養護
中央児童相談所職員  越坂石川守る会役員

*希望される方は当日会場におでかけください。

また、ひとりで悩んでいる方がおられたら、ぜひこの相談会のことを知らせてあ

げたり、誘つたりしてください。

講 演 会 の ご 案 内

―

時 議 H■ の 豪て  
「
月月」 σDブ滝三冒壁長

日 浦 美 智 江 氏 来 沢 一 一
11月 3日 (火)文化の日  午後 2時～ 石川県福社会館にて

*会費 500円   *保 育もします。
横浜で重症心身障害者の通所施設「朋」の代表で「両親の集い」にも時々登場し

ていらっしゃる日浦美智江さんが石川県に来られます。この機会にみんなでお話を

聞きたいと思い、講演会をもつことにしました。石川県手をつなぐ育成会や肢体不

自由児協会など障害者団体や親の会なども共催しておこないます。

横浜で訪問学級に通う障害の重い子どものお母さんたちが、卒業後も毎日生き生

きと過ごせる場を作ろうということで小さな作業所から始めた通所の施設です。

日浦さんはお母さん達とともに開設からがんばってこられた方です。

重症心身障害児 (者)を守る会が昭和41年より、日本自転車振興会の補助を
受けて全国各地で実施しているものです。障害児を抱えている家族の医療 `教

育・福祉などの悩みや相談に応じ、それぞれの専門家よリアドバイスを戴き、

重症心身障害児 (者)の家庭生活が少しでも快適に過ごせるように援助すると
いう趣旨で行なわれます。

石川県では昨年初めて能登地区と金沢地区で開催されました。今年も石川県が

対象となりましたので上記のような日程でおこないます。

会員の方でもまた、会員以外の方でも気軽に参加してください。



朋つて 。 ・どんなところ
朋は、重い障害をもつ人たちの学校教育終了後の日中活動の場です。横浜市で

は、昭和47年 に、どんなに重い

障害があつても学校教育を受けられるようにと、訪「
l学級を一般校の中に一特殊学級 (後に小規模養護学校とし

て独立)と して開設しました。そこで子どもたちは、

1.一人の人間としてその人格を尊重され               .
2.可能性を信じる人達に囲まⅢ
3.一 人一人の力に合わせた   :
教育の中で、生活のリズムがつき、のびのびと自分を表現 し、他人

の中で生きる力をつけていきました。

学校教育には卒業があります。重い障害のある人達の場合、せつ
かく教育の中で身 1手つけた力を他人の中 (社

会の中)で試す機会がないことに疑間を昼しました。本人たちには力があ
るのに、条件が整つていないために、

家庭の中、施設の中という年さ方しかない|し たら、どれほどみんな
は悔しいことだろうと考えました。親の方

たちとの運動の中から、地域作業P~f「訪間の家」をつくり、「朋」を
つくりました。

」轟 綺

北九州には「にこちゃん通信」というグループがあ

ります。ぶどう社から本も出ています。その人たちは、

本当に早くから「障害のある子どもの受容」というこ

とを、自分たちのテーマとしてデイスカッションして

います。

「この子と自分と、どうやって生きていくか」「こ

の子の人生と自分の人生をどう折り合いを付けるのか」

ということについて話しています。そういうことを、

子どもが小さいときからやうていないと駄目なんです

ね。学齢に入つてからでは厳しいけれども、遅くはあ

りません。

子どもは、親がひつついて生きていることが幸せな

のかどうか…。やはり他人に気持ち力f分かつてもらう

こと事大切ですね。お母さんたちは「子どもに残すの

は財産じゃない。子どもの周りにどれだけ『人」を残

すかです」とよく言います。そのためには子どもにい

ろいろな人との出会いを作り、可能性にチャレンジす

る場を見つけていくことです。その時に親が淋しかつ

たりするめは、親の気持ちなんですよね。

全国訪問教育研究会シンポジウムより
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。
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史
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と
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ま
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。

「み
ん
な
は
磁
石
み
た
い
だ
ね
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
計
す
。
人
と
人
を
結
び
っ
け
て
い
く
磁
石
、
無
心
の
磁
石

が
、
私
た
ち
の
い
い
と
こ
ろ
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引
っ
ぱ
り
出
し
て
、
私
た
ち
を
つ
な
い
で
い
っ
て
ぐ
れ
る
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朋
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い
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舞
台
で
新
し
い

出
会
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る
た
び
に
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思
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ま
す
。
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が
ま
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人
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人
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結
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っ
き
を
つ
く
る
役
割
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日浦美智江先生 (訪間の家「朋J施設長 )

く
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疑 :薯省曇讐鷲寝言馨雰醤雰製室指導講師

1982年 4月  横浜市立中村養護学校指導講師

|:::年 1月

.野

哀藉雑経実業肇高鷲装岬請「施設長
1979年 4月 ～現在 財団法人横浜市在宅障害者援護協会理事
1985年 4月 ～現在 社会福祉法人訪間の家理事

l:::年 1月
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「」
の
子
が
い
た
か
ら
、
こ
れ
だ
サ
の
人
生
し
か
送
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
７
」
の
子
が
い
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け

の
人
生
が
送
れ
た
」
と
胸
を
張

っ
て
欲
し
い
。
「
ど
う
し
て
私
が
」
と
い
う
思
い
を
自
分
自
身
の
心
の
中
だ
け
の
間
答
に
す
る
の
で

は
な
く
、
子
ど
も
の
た
め
に
行
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
欲
し
い
。

人
間
は
あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
人
間
関
係
の
中
に
い
る
の
が
、
最
も
心
が
安
ま
り
ま
す
。
常
に
評
価
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
た
ら
、
心
は
萎
縮
し
て
し
ま
い
ま
す
。
歩
け
な
く
て
も
、
手
が
使
え
な
く
て
も
、
言
葉
が
話
せ
な
く
て
も
、
あ
な
た
が

こ
こ
に
い
る
こ
と
、
こ
の
家
族
の
中
に
い
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
考
え
る
、
そ
ん
な
家
族
つ
中
で
生
き
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
人
が
も
て
る
力
を
出
し
切

っ
た
と
き
、
人
は
心
の
底
か
ら
の
充
足
感
を
味
わ
い
、
生
き
て
い
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
と
き
の
人
間
の
顔
は
美
し
い
、
と
思
い
ま
す
。
も，
て
る
力
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。
個
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人

が
そ
の
人
ら
し
ぐ
生
き
て
こ
そ

「生
き
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
に
た
だ
一
組
し
か
い
な
い
親
と
子
。
ど
ち
ら
が
選
ん
だ
の
で
も
な
い
、
縁
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
け
親
と
子
”
あ
な
た
が

親
で
良
か
っ
た
、
お
前
が
子
ど
も
で
良
か
っ
た
、
と
お
互
い
に
言
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
障
害
を
も
つ
人
た
ち

・を、
家
族
を
、

社
会
か
ら
孤
立
し
た
存
在
に
し
な
い
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
言
え
る
社
会
で
生
き
て
い
き
た
い
、
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

，
ル
〓
γ
を
丸
Ｉ
ヤ
ｏ
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，
そ
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を
工
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，
丸
Ｉ
数
丸
γ
を
顧
Ｔ
，
ル
■
脅
丸
Ｔ
を
上
γ
ヰ
丸
Ｉ
そ
丸
Ｔ
を
上
γ
ｏ
ル
笙
鷲
丸
Ｉ
を
■
７
●
暮
工
Ｔ
薇
丸
Ｉ
ヤ
ヰ
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丸
露
Ｔ
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み
ん
な
と
出
会
っ
て
二
四
年
、
私
は
何
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
脳
裏

を
よ
ぎ
り
ま
す
が
、
や
は
り
最
後
に
残
る
の
は
、
み
ん
な
の
笑
顔
と
お
母
さ
ん
た
ち
の
笑
顔
で
す
。
み
ん
な
の
笑
顔
を

見
た
く
て
、
い
つ
も
明
日
を
、
次
の
日
を
考
え
て
き
た
ょ
う
に
思
い
ま
す
０
そ
し
て
、
そ
の
笑
顔
か
ら
私
自
身
が
生
き

る
力
を
頂
い
て
き
た
二
四
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

朋
の
み
ん
な
は
、
と
て
も
個
性
的
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
い
た
ず
ら
っ
ぼ
い
笑
顔
、
は
に
か
ん
だ
笑
顔
、
あ
っ
け

ら
か
ん
と
し
た
笑
顔
、
ど
の
笑
顔
も
無
心
で
す
。
私
た
ち
に
媚
び
る
笑
顔
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が
気
持

ち
い
い
か
ら
、
楽
し
い
か
ら
、
笑
っ
て
い
る
笑
顔
は
、
私
た
ち
の
気
持
ち
を
吸
い
込
み
ま
す
。
い
つ
の
ま
に
か
私
た
ち

も
笑
顔
に
な
っ
て
」
汗
す
一
″
ん
な
は
…私‐
た
‐デ
ら
一
乱
に
い
ざ
が
張
つ‐
ぱ
”
出
し‥
て
↑
れ
る
、
と
い
っ
も
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
が
最
後
に
到
達
し
た
い
と
願
う
無
心
と
い
ぅ
境
地
に
、
み
ん
な
は
す
で
に
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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